
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自動運転の技術にしても、日本においては法の整備等が進ん
でいないので、一般道での実用化にはもう少し時間が掛かるか
もしれませんが、確実に自動化の方向で動いています。 
同じトラック業界でも、ヤマト運輸では客貨混載の事業の実

験や、路線事業者の関係では、25ｍの長さのフルトレーラーに
よる運行の実証実験、荷待ち時間の削減を目的とした倉庫接車
の予約システム等の研究を進めています。 
今後の物流は、古くからの『枠』に捉われない新しい発想で

考えていく事が求められています。 
ロジスティクス研究会は、その名の通り、今後の『ロジステ

ィクス＝物流』がどう変っていくのか『研究』し、提言をして
いくことが出来る自由度の高い研究会だと思います。 
是非、業界の発展に向け、色々な角度で活動を進められる事

を期待しております。 
 

◇『物流政策委員の活動』 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
改革の一助になれるような活動をしていければと考えており
ます。 
第 1 回目としまして、去る 9月 28日に関東運輸局から自動

車交通部 森髙部長を始め 3 名の方と、東京運輸支局から高山
支局長を始め 3 名の方にご参加頂きまして、意見交換会を開
催致しました。 
森髙自動車交通部長は、民間企業に 10 年間 勤務をされて

いた経験があり、その中で物流の大切さも理解されておりまし
たので、積極的に私達の話も聞いて下さいました。その中でも、
働き方改革なども独自の見解などをお話しして頂きまして、ま
さに業界のことを理解している方だと感じました。 
今後も運賃問題などを始め、実運送を経営している私達の声

を聞いて頂き、改善・改革を官民が一緒になってしていければ
と考えております。今後とも宜しくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇『爽涼の候』 
 

 

 
 

我々トラック運送業界におきましては、交通安全、事故防止
への取り組みは最重要課題であります。 
東ト協では、事業計画の重点項目事項の一番目に、『交通安

全対策』事故防止の積極的な取り組みを掲げ、特に警視庁管内
における会員による第 1 当事者死亡事故ゼロが、私どもの最
終目標であり、それに向け 1 件でも少なくすることを目指し
て各種の活動に取り組んで参りたいと考えております。 
先月開催されました『トラックフェスタ TOKYO 2018』では、

プレオープンから 2日間に渡り、多彩なイベント、アトラクシ
ョンと過去最高の来場者を迎え、お蔭様で盛会裏に終えるこ
とが出来ました。これもひとえに、東ト協 25支部の支部長は
じめ会員の皆様の御尽力と、陰に陽に惜しみない汗を流して
頂きました本部職員の皆様のお蔭であります。 
心より御礼を申し上げます。誠に有り難うございました。 
閉会式でも申しましたが、私は今回のフェスタを通じて、ま

さに本部と支部が一体となり、一つのことを成し遂げようと
するもの凄いパワーに接し、東ト協の底力を知りました。様々
な経営課題が山積している我々業界でありますが、会員の皆
様と共にこの意気込みで乗り切って参りたいと意思を強くし
たところであります。 
次回のフェスタの開催につきましては、現時点では未定で

はありまして、最終的には理事の皆さまのご裁可を仰ぐこと
になりますが、浅井会長からは『継続してこそ意味が有る』と
の力強いお言葉を頂戴しておりますので、今回の反省点を総
ざらいして次回へ望みたいと考えております。 
若輩浅学菲才ではありますが、諸事奮励努力して参る所存

でありますので、皆様には今後共、ご指導ご鞭撻、ご支援を賜
ります様何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

◇『ロジスティクスの研究会に寄せて』 
 

 

 
 

れば成り立たない『労働集約型』の産業と言われてきました
が、現在の日本においては、『働く人』が少子高齢化により急
速に減っていく為、それらを克服するためには、IoTや AI（人
工知能）等の新しい技術の導入や、物流機器導入により、高齢
者や素人でも出来る仕組みに変えるか、人手自体が掛からな
い『省人化』等を進める事が必要になります。その為には、時
代に合った物流の姿を常に研究し、作業内容を変えていく事
が必要になって来ています。 
海外では、米国のウーバー社等が専用のアプリを使用し、白

ナンバー車両の配車を行うタクシーや料理屋の出前業務を行
い、『革命』とまで言われています。 
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◇スケジュール《○ロジ研行事予定》 

 10/15（月） 14:00～ 経営者及び実務者セミナー(東ト総合会館 7階) 

○ 10/29（月） 15:30～ 正副本部長会議(東ト総合会館 6階中) 

○   〃 16:30～ 第 4 回本部連絡会(    〃    ) 

○ 10/31（水） 16:00～ 第 1 回トラック業界問題セミナー(東ト総合会館 4階) 

 11/19（月）  東ト協チャリティゴルフ 

○ 11/28（水） 18:00～ ロジ研忘年会(東武ホテルレバント東京) 

 

ロジ研の先輩諸兄には、平素よりご指
導を賜りまして誠に有り難うございま
す。紙面をお借りしまして、改めて御礼
申し上げます。 
本年度より副会長の大役を拝命致し

まして、運輸安全委員会、フェスタ実行
委員会を担務致します。 
我々トラック運送業界にとりまして

は、交通安全、事故防止への取り組みは
最重要課題であります。苦言を楽しみに
しています。 

ロジスティクス研究会 会員 
東ト協 副会長 森本 勝也 
〔江戸川支部 東亜物流㈱〕 

 

 

今物流業界全体の『課題』を挙げれば、
殆どの方が人手不足、高齢化、長時間の
残業時間の問題と、『人』の課題を上げ
るのではないかと思います。 
我々物流業界は、古くからトラックの

運転でも、荷物の仕分け作業でも、倉庫
内のピッキング作業でも『人手』が無け
れば成り立たない、『労働集約型』の産
業と言われてきましたが、現在の日本に
おいては、ロジ研の皆様こんにちは。 
本年、副会長を拝命しました飯田勇一

と申します。 
担務は労務厚生委員会であり、昨今の

労働環境改善という課題を前に身の引
き締まる思いでございます。 

ロジスティクス研究会 会員 
東ト協 副会長 原島 藤壽 

〔千代田支部 ｶﾝﾀﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ㈱〕 
 

〔多摩支部 ㈱ＮＴＳロジ〕 

 

 

副本部長・物流政策委員長 笠原 史久 
〔多摩支部 ㈱ＮＴＳロジ〕 

 
【 第 1 回 物流政策委員会勉強会 】 

日頃よりロジスティクス研究会の皆
様には大変お世話になっております。 
今年から物流政策委員長を仰せつか

っております、多摩支部の笠原でござい
ます。 
物流政策委員としては、関東運輸局や

東京運輸支局の方々と意見交換をしな
がら業界の問題点などを共有し、改善や
改革の一助 


